
浜松志耀ロータリークラブ 第76回例会
浜松東ロータリークラブとの合同例会
開催日時：2026年3月24日（火） 18：30 ～ 20：30

開催場所：オークラアクトシティホテル浜松 4階 平安の間

■会長挨拶 衞藤会長
ロータリアンのみなさん、お疲れ様です！
本日は、浜松東ＲＣとの合同例会となります。昨年に引き続きありがとうございます。昨年はお

誘いを頂き、参加させていただく形でしたが、今年は、当クラブが接待をする形です。至らぬとこ
ろあるかと思いますが、温かくお見守りいただき、優しくご指導いただけたらと思います。ですので
本日のテーマは「おもてなし」（滝川クリステル風に）です。
おもてなしの語源はふるく、平安時代に書かれた源氏物語にも儀式等をしっかりと取り行う意

味として「もてなし」という言葉で登場します。平安の宮中で行われていた「もてなす」という文化や
考え方は、やがて、室町時代に興り、安土桃山時代に千利休によって大成した茶道に引き継が
れます。茶道においては、お客様を迎える際、道具を選び、掛け軸を選び、お茶室や庭の掃除を
します。季節に合わせてお菓子や器の色も選び、お茶を飲んで頂く一瞬の時間のために何日もかけて用意をするのです。当日の気
温や気候によって湯の温度の加減を見てお茶を入れます。これには「一期一会」という考え方がベースにあり、客もまた、招かれた
ことに感謝し、お茶会を盛り上げるように努力するのです。
茶道の精神性をあらわす言葉として、「平等」「主客交代」「一期一会」があります。お茶の世界では皆平等であるという考え方をし

ます。茶室に入る時は、どんなに高名な武士であろうと帯刀は許されません。時に主客と亭主が入れ替わり、主人だった人が客とな
ったり、客としてもてなされていた人が主人になることもあります。「一期一会」は、人と人が会うことだけではなく、その「場」に同じメ
ンバーで、同じ道具を使い、同じ茶を飲む瞬間は二度と訪れないという意味で、消え去る時間の中で、良い体験と記憶を共有するこ
とに価値を見出しています。
お茶の世界での「おもてなし」で大切にされていることは、その一瞬の時間が「とてもよい時間だった」とお互いに思えることです。

お茶室が綺麗なだけでも、高価な器を使うことだけでもダメで、主客、主人ともによい時間を過ごそうという考え方がなければ、よい
時間を作ることができないのです。ともによい時間を過ごそうという考え方がなければ、よい時間を作ることができないのです。（大事
なことなので２度言いました）。つまりお互いに、互いの立場を思いやる気持ちがなければ成り立たないのです。
日本の「おもてなし」の考え方は、サービスやホスピタリティと明確に違うと指摘する人もいます。サービスの語源には「奴隷（serva

nt：servitus）」という言葉があり、元来から主人と奴隷といった主従関係に基づき金銭等の対価を前提とした行動様式がサービスで
あり、ホスピタリティについても、サービスのように有償ではなく無償で行われるが、保護を必要とする人に対して実施される点にお
いて、ここにも立場の平等性はないのです。
いかがでしょうか。本日は、合同例会です。昨年と今年で主客交代し、茶室にしては豪華で大きな会場での「おもてなし」となりま

す。みなさんにとって「よい時間」となり「よい記憶」が残ればと思います。
本日も、よろしくお願いいたします。

■幹事報告 西川幹事
１．本日16時から、理事会と次年度予定者会議を開催しました。詳細は BAND をご覧下さい。
２．米山奨学生：王馨香さんを、4月から1年間、当クラブにお迎えします。

■議事 卓話「若者を育てることは・・・～若者から学んだ23年～」山本会員
ご自身のお仕事から、若者の育成のポイントについてお話をいただきました。



■歓談
ご当地アイドル「H&A」とともに、両クラブの会員の交流を深めました。
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